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緑の森林や樹木など自然を愛

L、豊かな人間性と健康で住承

よい環境づくりをしようと、市

内中学生23人で「緑を愛する少

年隊」が結成されています。

この少年隊は、 ことしで3年

を迎えようとしていますが、そ

の間、キャンプ場の清掃や山火

事防止などに協力しています。

来年51年には、高萩市で全国植

樹祭（お手まき行事）が行なわ

れる折から、その活曜が期待さ

れています。

君田少年隊(5人)は､冬になる

と餌のなくなる野鳥を助けよう

と、学校の前山に餌箱をつくり

パンくずなどを与えています。

「今ではヒヨドリ、 カケスなど

100羽ぐらい集ってきています

全校生徒が毎日楽しみにしてい

るんです。 」と笑顔で話してく

れました。
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：

鍵
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野鳥に餌を与える緑を愛する少年隊 （君田中学校で写す）
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》
嚥
処
人
間
と
緑
の
融
和
を

州
「
緑
を
育
て
守
ろ
う
大
地
」
を
テ
ー
マ
に
第
”
回
全
国
植
樹
祭
が
、
来
年
５
月
Ⅷ

Ⅱ
高
萩
市
（
お
手
ま
き
）
、
大
子
町
（
植
樹
）
の
会
場
に
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
を
川

畑
お
迎
え
し
て
盛
大
に
開
か
れ
ま
す
が
、
こ
れ
を
機
に
県
民
総
ぐ
る
み
で
県
土
の
い

Ⅲ
緑
化
を
推
進
し
よ
う
と
、
そ
の
唯
備
が
進
め
ら
れ
て
恥
ま
す
。

植
樹
祭
は
、
国
民
の
森
林
に
対
す
る
お
手
ま
き
行
事
が
行
な
わ
れ
る
会
場

愛
情
を
高
め
る
と
同
時
に
、
国
土
保
全
は
、
市
営
野
球
場
の
北
側
、
大
字
下
手

森
林
資
源
の
確
保
、
環
境
緑
化
の
推
進
綱
の
雑
木
林
２
万
６
０
０
０
平
方
メ
ー

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
な
わ
れ
る
ト
ル
で
、
こ
と
し
に
な
っ
て
進
入
道
路

国
家
的
行
事
で
す
。
会
場
の
造
成
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が

こ
の
た
め
、
全
而
積
の
帥
。
〈
ｌ
セ
ン
こ
の
跡
地
利
用
や
周
囲
開
発
等
に
つ
い

ト
を
山
林
が
占
め
る
高
萩
市
と
し
て
て
も
、
市
で
は
県
と
協
議
を
重
ね
て
そ

は
、
こ
の
植
樹
祭
を
ぜ
ひ
誘
致
し
よ
う
の
推
進
に
あ
た
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す

と
強
力
な
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
し
た
植
樹
祭
会
場
（
大
子
町
）
で
両
陛
下

妃
年
１
月
に
国
土
緑
化
推
進
委
員
会
徳
が
お
手
植
え
す
る
糊
木
は
杉
と
山
ざ
く

川
宗
敬
会
長
に
よ
る
現
地
調
査
の
結
果
ら
で
、
高
萩
市
で
の
お
手
ま
き
は
、
天

川
宗
敬
会
長
に
よ
る
現
地
調
査
の
結
果
ら
で
、
高
萩
市
で
の
お
手
ま
き
は

も
の
で
す
。

高
萩
市
が
お
手
ま
き
会
場
に
決
定
し
た
皇
陛
下
が
杉
、
皇
后
陛
下
が
い
ち

第
”
回
全
国
植
樹
祭

高
萩
市
は
お
手
ま
き
会
場

と
決
ま
り
ま
し
た
。ー

タ
ネ
は
、
県

お手まき会場は市営野球場の北側
よ
う

庁
構

内
の
い
ち
よ
う
の
木
か
ら
採
取
し
た
も

の
を
使
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
両
陛
下
は
高
萩
市
に
お
泊
り

に
な
る
予
定
で
、
お
手
ま
き
行
事
に
は

全
国
か
ら
約
１
５
０
０
人
が
参
加
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
植

樹
祭
に
、
市
民
の
象
な
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

第
野
回
全
国
植
樹
祭
の
シ
ン
ボ
ル
マ

ー
ク
が
決
ま
り
ま
し
た
。
色
は
緑
一
色

で
、
茨
城
の
「
い
」
の
字
を
３
つ
並
べ

緑
の
樹
木
を
形
ど
り
、
丸
と
そ
の
中
心

は
人
間
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
ま
す
。

善
意
銀
行
に

○
高
萩
ピ
ー
チ
ガ
ー
デ
ン

が
ら
く
た
市
（
物
品
父
換
会
）
売
上

の
一
部
を
１
３
，
７
７
１
円

○
高
萩
商
店
連
合
サ
ー
ビ
ス
会
・
ス
タ

「
人
間
と
緑
の
融
和
と
未
来
に
向
う
若

々
し
い
芽
ぶ
き
を
表
現
し
、
茨
城
の
限

り
な
い
伸
展
と
朧
動
を
象
徴
し
た
」

鰄

華
呈
忌

あ
、
が
と
う

一

〈
） ン

プ
会
・
専
門
店
会

八
代
亜
紀
シ
ョ
ー
益
金
を、

５
０
０
０
０
円

○
金
沢
留
男
さ
ん
Ⅱ
本
町
３

葬
儀
花
輪
代
の
一
部
を
２
０
，
０
０
０
円

○
箕
輪
梅
子
さ
ん
Ⅱ
大
和
町
２

香
典
返
し
の
一
部
を

、

５
０
０
０
０
円

中
央
公
民
館
活
動
に

○
下
君
田
共
有
林
管
理
運
営
委
員
会

ジ
ヤ
ポ
’
一
カ
大
百
科
事
典
（
泌
巻
）

８
ミ
リ
映
写
機
（
１
台
）

○
松
本
基
さ
ん
Ｉ
下
君
田

、

図
吾
費
に
３
０
０
０
０
０
円

○
水
戸
信
用
金
庫

図
書
費
に
４
０
０
，
０
０
０
円

○
高
萩
青
年
会
議
所

図
害
者
に
７
３
，
２
０
０
円

２
月
型
日
に
開
か
れ
、
上
程
さ
れ
た

報
告
１
件
、
議
案
１
件
に
つ
い
て
審
議

い
ず
れ
も
可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

■
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

市
税
条
例
の
一
部
改
正
（
電
気
ガ
ス

税
の
税
率
改
正
）

■
高
萩
市
民
体
育
館
新
築
工
事
請
負
契

約
に
つ
い
て

市
民
体
育
館
新
築
工
事
を
、
鈴
縫
工

業
（
株
）
と
１
億
７
０
０
０
万
円
で

請
負
契
約
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
議

決
を
求
め
た
も
の
で
す
。

第
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１
回
臨
時
会

“
…
；
ゞ

新
入
学
児
童

来
月
新
入
学
す
る
お
子

溌
窯
溌
雛

通
知
が
あ
り
ま
し
ょ
う
が
、
学
校
側
で

お
子
さ
ん
に
期
待
す
る
の
は
、
字
が
読

め
た
り
少
し
ば
か
り
算
数
が
先
に
で
き

た
り
す
る
よ
り
も
、
ま
ず
自
分
の
名
前

が
言
え
る
こ
と
、
か
な
で
自
分
の
名
前

が
害
け
る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
で
す

学
校
は
保
育
所
と
ち
が
い
ま
す
か
ら

自
分
で
用
便
が
た
せ
る
こ
と
。
そ
れ
か

妻
一
ら
、
も
う
二
つ
三
つ
申
し
ま
す
と
、
自

分
の
衣
服
を
自
分
で
脱
い
だ
り
着
た
り

で
き
る
よ
う
に
。
ハ
ナ
ガ
ミ
や
ハ
ン
カ

チ
の
使
い
方
や
そ
の
し
ま
つ
が
で
き
る

よ
う
に
。
〈
イ
と
イ
イ
エ
の
意
思
表
示

が
で
き
る
よ
う
に
：
・
し
て
お
き
た
い
も

の
で
す
。

も
う
ひ
と
つ
、
こ
れ
は
お
母
さ
ん
に

お
願
い
。
学
校
へ
行
く
道
の
安
全
交
通

を
考
え
て
お
い
て
い
た
だ
き
た
い
の
で

す
。
ど
こ
の
学
校
で
も
通
学
路
と
い
う

も
の
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
お
子
さ
ん

と
い
っ
し
ょ
に
、
学
校
ま
で
の
そ
の
道

路
を
実
際
に
歩
い
て
確
め
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
目
や
耳
に
故
障
の
あ
る
子
ど

も
さ
ん
は
、
ぜ
ひ
今
の
う
ち
に
専
門
医

に
診
て
も
ら
っ
て
直
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
学
校
に
入
っ
て
か
ら
病
院
に
通
う

こ
と
は
、
子
ど
も
に
と
っ
て
は
た
い
へ

ん
な
負
担
に
な
り
ま
す
か
ら
。

識

－
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4月

・市の木「まつ」市の花「はぎ」市の烏

「きじ」に決まる

・国保の母子家庭児童の医療費が無料に

5月

・高萩市民の歌、高萩市民ぱやしが完成

・高萩市農業協同組合本館が完成

6月

・市議会（第2回）定例会補正予算、

災害弔慰金の支給、資金貸付制度など

・ 3市ママさんバレーボール大会

う月

・第4回高萩市民まつり

・参議院議員選挙

・国保の高額療養費支給制度（自己負担

月額3万円以上は市が負担）始まる

・市観光協会が会費制で再スタート

8月

・市議会（鋪1回）臨時会補正予算、

高蕨'｣､学校校舎改築工事契約の件など

・市教育委員会が旧農協本所へ移転

・ リユウガイ城跡の発堀調査

9月

・市議会（第3回）定例会補正予算、
国保、印鑑条例の一部改正など

・県立松丘高校を市内赤浜地区に新設す

ることが、県議会で議決された

・高萩駅前バスターミナルが完成

・第7回ママさんバレーボール大会

。第2回市長杯軟式野球大会

・工業用水道の通水始まる

・第7回高萩肥育牛共進会

・市社会福祉協議会の'2支部が結成

・第11回老人福祉大会

。おはようこどもサイクリング大会

10月

・市議会（第2回）臨時会、補正予算、

市民憲章の制定、高萩中学校校舎改築

工事契約の件など

・高萩市田園都市協会が設立

・第5回市民あるく会

・第’回市民音楽祭（市民の歌発表会）

･NHK「歌の星座」公開録音

・茨城国体、旗･炬火リレー(市内2'区）

・茨城国体（一般準硬式野球競技）が市

：営野球場で、高松宮殿下が来高

>･健康優良児26人を表彰

・市勢要覧「たかはぎ」1974年版を発刊

1 1月

・高萩市市民憲章の制定

・市庁舎前庭にブロンズ像「愛の讃歌」

を建立（製作者山崎猛先生）

･第4回市民表彰（8人2団体）

･市制施行20周年記念表彰（140人）

･第10回全国身障者スポーツ大会で、本

市出場者5選手全員が入賞

･第5回市民号を運行（福島県相馬市）

・市民文化祭（中央公民館）

・高萩中学校危険校舎改築工事始まる

．県立高萩高校永久校舎が竣工

、郷土読本「高萩のあゆゑ」を発刊、全

世帯に配布、小学3年生社会副読本の

「はばたく高萩」 も発刊

12月

・市長．市議会議員補欠選挙鈴木藤太

現市長が再選、新議員3人も決まる

・県議会議員選挙大久保清さんが当選

・市議会（第4回）定例会正副議長改

選で棚谷立夫議長、大部薫副議長に、

補正予算、 48年度決算認定など

．第23回体力づくり市民駅伝大会

・民生．児童委員50人が任命される

､田園都市センター（赤浜）建設始まる

、高萩小学校交通少年団(104人）が結

団（東小学校に続き市内で2番目）

1月

成人式（市内で452人が成人）

・消防の出初式（市役所前通り）

・東日本地区オリエンテーリング大会

。国体高萩市実行委員会総会（解散）

2月

・市議会（第1回）臨時会市民体育館

新築工事契約、市税条例の一部改正

･全国植樹祭お手まき会場の整地始まる

・健康相談室（毎週月曜日）を開設

，医療問題こん談会（医師、市民代表、

市）を開く

3月

・第3回みんなの消費生活展

・市議会（第1回）定例会市長施政方

針説明、当初予算ほか

・柳沢林道！福島県塙町間）が開通

・市民体育館の新築工事始まる －

．花貫団地に市営住宅（'2戸）が完成

･高萩小学校校舎（49年度）が完成

・高浜町（グランド東側）歩道が完成

。谷地川排水路改修工事（91瓶）が完成

・そのほか、手綱工業A団地、小滝沢駐

車場、長沢林道、玉川農業排水路など

が完成する予定

蕊蕊蕊蕊

鶏

顎

＝

東小学校の通学路の高浜町歩道

472沈が完成しました

鶏

蕊
花貫団地に市営住宅12戸を建設

全市で469戸になりました

）

…
柳沢林道1893”’が開通して

福島県塙町（人口13.○○○人)と

つながりました

■49年度道路舗装 4747脚

■〃 道路改良（市道) 282○加

〆

〆
』
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今

守
●
守

り
◆
●

■
ウ
リ
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ひ
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●
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◆
ウ
タ
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①
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ｊ

◆

◆

▼
４
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４
●
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守
令
争
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◆
４

Ｆ
４
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●

与
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◆
９
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◆
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■
今
ゲ

▼
①
ひ
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ひ
り

⑤
。
◆

ヴ
。
◆

寺
●
。

◆
◆
ｆ

中
◆
◆

０
◆
●

ゆ
ゆ
４

◆
ひ
●

●
◆
Ｇ

○
●
〃

寺
６
ヶ

命
◆
６

●
令
◆

●
◆
。

顯
蝉
篝
；
騨
三
…
手
震
“
蕊

ｑ
高
萩
市
の
選
抜
チ
ー
ム
（
青
年
の
部
）
は
、
１
月
”

日
の
第
⑫
回
日
立
ｌ
東
海
駅
伝
大
会
（
通
算
７
回
）
と
Ｉ

同
溺
日
の
第
、
回
県
民
駅
伝
大
会
（
通
算
６
向
）
で
健

脚
を
発
揮
し
、
輝
や
く
４
年
連
統
優
勝
を
成
し
逐
げ
ま

し
た
。

営
晴
、
渡
辺
正
、
長
岐
治
雄
、
磯
野
秀
敏
、
小
野
正
人
鶏
譲
灘
》
》

津
谷
順
三
、
石
川
正
美
、
大
谷
敏
光
、
田
中
経
夫
の
み

な
さ
ん
。
《
、
一
一楽

駅
伝
で
高
萩
青
年
大
活
躍

市溌仏

｜
〉 ｑ

２
月
８
．
９
日
、
市
主
催
の
親
子
ス
キ
ー
教
室
が
猪
苗
代
ス
キ

ー
場
で
開
か
れ
、
帥
人
の
市
民
の
み
な
さ
ん
が
、
白
銀
の
雪
の
上

で
ス
キ
ー
や
ソ
リ
遊
び
を
し
て
楽
し
ゑ
ま
し
た
。
来
年
は
、
あ
な

た
も
参
加
し
て
ゑ
て
は
い
か
が
で
す
か
。

はの苗

誕蕊蕊
し
い
親
子
ス
キ
ー
教
室

掌

篝

蕊 篭

~
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高萩海岸でタコあげ大会

△寒さをふっとばし太陽のもとで楽しもうと、東小PTA
，雪代 ，

主催のタコあげ大会が、 2月11日、高萩海岸で行なわれ、
あのス
な上キ 300人の子どもたちが元気に砂浜をかけまわりました。
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火の点検
鼬灯油の取扱いに注意

灯油カンに、 ポンプを入れたまま
保管してし､るケースをよく見かけ
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各種講座・学級生を募集ｰ三
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中央公民館では、余暇を利用し楽し

承ながら勉強できる、いろいろな学級

や講座を開し､ています。ご自分の希望

にあったものをさがして応募してくだ

さい。

■各種講座 ます。転倒したり、近くに火気が

あると大惨事になりますので、必

ずカンのふたを閉め、安全な場所

に保管するよう心がけてください

師 日 時 ｜定員1講座名’ 諾

喜之助先生

龍馬先生

4月～3月午前9時30分から月4回書
一
絵

道
画

笠谷 40人

30人4月～3月午後6時から 月2回伊藤

茶 道 大山静子先生 4月～3月午前9時30分から月2回 20 人

人4月～10月午後6時から 月4回堂二
毛一

壹
匡1 次先生囲 §40仁I

、

人額賀 午前9時から 月2回棋
､I蒜

ｲ寸 次先生 月
月
０
０
１
１
－
一
月
月
４
４

寅

人
人
人

０
０
０
０

２
２
２
５

孔
一
華

版

道

横山久義先生

早川ハギ先生

午前9時30分から月2回

4月～3月午後1時から 月2回

梅原れい子先生
渡辺凱代先生

料 理 4月～3月午前9時30分から月1回
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